
 

事業名 ふれあい泉田朝市（こどもイベント）[令和6 年度まちづくり活動] 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組みの流れ 

 
教育 

機関等 
ふれあい泉田朝市会 

 

「多世代の人達の交流の場」として平成２８年４月から始まった

八王子神社の泉田朝市に合わせ、令和３年より０才～小学生向け

に、冬休みや夏休み等、長期休みの時期に年２回ほどイベントを

行っています。子どもがワクワク楽しめるよう、賞品つきのゲー

ムや、うなぎの掴みどりを行いました。また、クリスマスには、

サンタやトナカイに変装し、子ども達にプレゼントを渡す等、泉

田地区の大人と子どもが交流する機会ができることで、元気があ

ふれる街の活性化につなげています。 

「かりや夢ファンド補助金」は、ゲームの賞品や飾り付け、チラ

シの印刷等に活用しました。 

 

行政 市民 

市民活動団体 地域団体 

事業者 

事業の紹介 

 

地域住民が相互に親睦を深め
人と人の繋がりを密にするこ
とで街を元気にしたいと思っ
ています。けれど、子ども達
と高齢者の接点がなく、大規
模マンションが出来たもの
の、住んでいる人の顔が分か
りません。引っ越して来た方
に泉田の良い所を知ってもら
いたい!そのために、子ども
が楽しんで参加できるイベン
トを作り、交流のきっかけに
したい、高齢者も子ども達を
見て元気になって欲しい、と
考えて始めました。 

 

＜子どもが喜びそうな 
ゲームの選定＞ 

・夏はプールを用意し、水
遊びとともに、うなぎの掴
みどりをするなど、普段な
かなか出来ない体験が出
来るようにしました。 

・冬はクリスマス会として、
サンタやトナカイのコス
チュームを手作り。また、
リヤカーをソリに装飾し、
プレゼントを子ども全員
に渡せるように、１００個
ほど、袋詰めして準備し、
チラシで広報しました。 

 
・多くの子ども達にイベン
トを知ってもらうために、
朝市開催前日に、通学路で
子どもイベントの開催案
内の声がけを行いました。 

・子どもイベントなので、
毎回違う内容を企画し、じ
ゃんけん大会や宝探しな
ど、大勢の子どもが楽しく
参加できる内容を試行錯
誤して行っています。 

・子ども達に喜んでもらえ
るよう、無い物は手作りし
て、コストを抑えながら準
備しています。 

こんな想いでスタートしました こんな準備をして取り組みました 

市民活動 
団体 
＜役割＞ 

バ ル ー ン ア ー ト 隊 「 よ し ま ～
ず」＜風船アート＞ 

地域団体 
＜役割＞ 

八王子氏子会＜境内の提供＞ 
泉 田 子 ど も 会 ＜ 子 ど も イ ベ ン
トの周知協力＞ 
いこまいか＜団子販売・コーヒ
ー店出店等＞ 

事業者 
＜役割＞ 

地域の野菜等生産者 
＜安価に食材等の販売＞ 

こんな点を工夫しました 

団体名 ふれあい泉田朝市会 

補助金額 3.7 万円／総事業費 7.5 万円 

▲大勢でにぎわう 
こどもイベント 

サンタとじゃんけん▶ 
大会 

このレポートは、かりや夢ファンド（★印参照）の採択事業を 
ま ち づ く り コ ー デ ィ ネ ー タ ー【 愛 称 ＊ ま ち コ 】が取材し、
まとめました。 

協働の役割分担 



 

日 時:２０２４年１２月２２日（日）９時３０分～１０時３０分 
場 所:泉田町内 八王子神社 
参加者:約１２０名  運営者（２０名）、ボランティア（１０名） 
広報媒体: 回覧板、広報掲示、口コミ 
内  容:朝市開店前から多くの人が集まり、子どもたちもたくさん遊びに来てくれました。 
     ９時３０分頃にサンタがやって来て、じゃんけん大会が始まり、勝ち抜いた子は大

きな袋のプレゼントをもらい、とても喜んでいました。参加した子は全員プレゼン
トをもらえたよ。 
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・地域の楽しいイベントの

機会として認識され、大勢
の子どもが参加してくれ
ました。 

・友達同士や親子で参加さ
れた方も多く、皆でゲーム
に参加することで交流の
場となり、地域の絆が深ま
りました。 

・自分が住んでいる街を知
る機会になりました。 

・主催団体のメンバー同士
も仲良く楽しく活動でき
ています。 

 

 
・広報が難しく、マンションの
掲示コーナーにチラシ掲載を
依頼したことに加えて、通学路
に立ち、下校中の子ども達に向
かって直接、声かけしました。 

・景品の袋詰めなど手作業が多
いため、人手がもっと必要で
す。 

・今年は天候により、野菜や果
実が不作でした。朝市に出店す
る農家さんの高齢化や農地を
手放されることで、出店者が少
なくなっています。 

・景品の予算が不足しています。 

 
・子ども達が来ないと文化も伝統

も引き継ぐことが出来ないの
で、より楽しく参加してもらえ
るようなゲーム等の企画を考え
ていきたいです。 

・運営に関わってくれる人をもっ
と増やせると良いです。 

・生産者さんの参加が増えて朝市
自体が賑やかになり、地域の方
が安価に野菜などを購入できる
ようにしたいです。 

・地域の防犯や災害時の支え合い
ネットワーク作りにつなげてい
きたいと思います。 

 

こんな活動をしました! 

 
・「知り合いに声をかけてもらって来たよ」「通学班の時に

声かけられたよ」（小学生） 
・「お菓子もらえてうれしい」（小学生） 
・「サンタが見たい」と子どもが言ってきたので、初めて

ですが、一緒に来ました。（子連れのパパ） 
・「毎年１２月にクリスマス会やってくれて、楽しみです。」

（子連れのママ） 
・「毎年来てるよ」（友達と来ているおばあちゃん） 

こんな効果が生まれました 

・「大変だけど、身体が動く限り、
続けたいね」（主催者） 

・「ここに来ると元気をもらえて
楽しい」（生産者） 

・「月１度の村の憩いの場だね」
（出店者） 

・趣味の作品の披露の場になっ
てありがたい（出店者） 

こんな課題がありました 今後に向けて 

・２年前に参加した時と変わらずの活気でホントにすごい!私も元気パワ
ーをもらいました。とにかく「子ども達のために」という思いと地域の
絆に感心しました。（山脇） 

・じゃんけん大会に参加していた子ども達…最後まで勝って大きなプレゼ
ントに喜んだ子、もう少しの所で負けてくやしくて涙が出ちゃった子な
ど、真剣に参加して楽しんでいる姿を見ました。こんな機会を地域の大
人が頑張って作ってくれる泉田ってサイコーです。（松浦） 

●「まちづくりコーディネーター」は、刈谷市民のまちの課題を「自分ごと」と考え、取り組んで行くために、 
参加のよびかけ・対話・活動の運営をお手伝いしています。 

★「かりや夢ファンド」は、刈谷市民が「刈谷のまちをよくしていく」活動を応援する補助金制度です 
【問合せ】 刈谷市役所 市民協働課 TEL0566-95-0002 詳細は市ホームページをチェック!＞＞ 

 

ご感想や 
「参加したよ」等は 

こちらから▼ 

参加者の声 主催団体の声 

取材を終えて･･･まちコの感想 

現場の 
様子 


